
【万
葉
古
代
学
研
究
所
曇
報
】

平
成
十
八
年
度

一
月

六
日

奈
良
交
通

･
近
鉄
管
理
グ
ル
ー
プ
主
催
の
奈
良
学
サ

ロ
ン

(国
際
奈
良
学
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
)
で
､
松
尾
光
副
所
長
兼
総
括

研
究
員

(以
下
'
副
所
長
と
略
す
)
が

｢大
和
三
山
の
男
女
｣

と
題
し
て
講
演
｡

一
月

七
日

･
八
日

万
葉
古
代
学
研
究
所
第
二
回
主
宰
共
同
研
究

｢古
代

.
儀
礼
と
万
葉
集
｣
･の
第
十

一
回

･･第
十
二
回
共
同
研
究
会
を
開

催
｡
共
同
研
究
員
は
'
寺
川
鼻
知
夫
所
長

･
上
野
誠
副
所
長

･

松
尾
光
副
所
長

･
井
上
さ
や
か
主
任
研
究
貞

(以
下
'
研
究
員

と
略
す
)

･
西
地
貴
子
研
究
員
'
鎌
田
束
二
京
都
造
形
芸
術
大

学
教
授

･
嶋
田
義
仁
名
古
屋
大
学
大
学
院
教
授

･
高
橋
孝
信
東

京
大
学
教
授

･
辰
巳
正
明
国
学
院
大
学
教
授

･
松
田
信
彦
鹿
児

島
工
業
高
等
専
門
学
校
助
教
授
｡
研
究
会
は
'
高
橋
孝
信
東
京

大
学
教
授
が

｢
タ
ミ
ル
文
学
の
ジ
ャ
ン
ル
分
け
｣
の
発
表
の
あ

と
'
二
カ
年
の
研
究
の
総
括
討
議
を
行
う
｡

一
月

一
五
日

奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
友
の
会

(以
下
'
友
の
会
と
略
す
)

と
共
催
の

｢
万
葉
文
化
を
よ
む
｣

で
'
寺
川
藁
知
夫
所
長
が

｢古
事
記
を
よ
む
/
崇
神
天
皇
②
建
波
避
安
王
の
反
逆
｣
を
講

義
｡

一
月
二
二
日

N
H
K
奈
良

｢な
ら
ナ
ビ
｣
に
井
上
さ
や
か
研
究
員
が
出
演
｡

一
月
二
三
日

孫
立
春
海
外
研
修
員

･
井
上
さ
や
か
研
究
員
が
'
奈
良
県
庁

に
お
け
る
研
修
成
果
発
表
会
に
出
席
｡
孫
研
修
員
が
成
果
を
発

表
｡

一
月
二
六
日

孫
立
春
海
外
研
修
貞
が
離
任
し
'
中
国
に
帰
国
｡

二
月

八
日

明
日
香
村
聖
徳
中
学
校
に
お
い
て
'
井
上
さ
や
か
研
究
員
が

実
験
授
業
を
行
う
｡

二
月

一
九
日

友
の
会
共
催
の

｢万
葉
文
化
を
よ
む
｣
で
'
寺
川
異
知
夫
所

長
が

T
古
事
記
を
よ
む
/
垂
仁
天
皇
①
抄
本
毘
古
王
の
反
逆
｣

を
講
義
｡

二
月
二
四
日

第
三
回
委
託
共
同
研
究

｢万
葉
集
の
成
立
基
盤
と
し
て
の
ヤ

マ
ー
の
信
仰
的
世
界
観
の
総
合
的
研
究
-
二
上
山
周
辺
地
域
を

視
座
と
し
て
-
｣
(代
表

･
大
石
泰
夫
盛
岡
大
学
教
授
)
の
第

六
回
共
同
研
究
会
を
東
洋
大
学
で
開
催
｡

三
月

一
日

第
二
十
六
回
関
西
笑
狸
会
で
'
井
上
さ
や
か
研
究
貞
が

｢
万

葉
集
の
魅
力
｣
(大
阪
)
を
講
演
｡

三
月

三
日

奈
良
交
通

･
近
鉄
管
理
グ
ル
ー
プ
主
催

の
奈
良
学
サ
ロ
ン

(国
際
奈
良
学
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
)
で
'
松
尾
光
副
所
長
が

｢大

津
皇
子
の
悲
劇
｣
と
題
し
て
講
演
｡

三
月

三
日

･
四
日

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
新
年
度
研
修
で
'
井
上
さ
や
か
研
究

員

･
西
地
貴
子
研
究
員
が
講
師
を
務
め
る
｡
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三
月

九
日

奈
良
県
庁
土
木
課
の
一
三
〇
〇
年
記
念
事
業
勉
強
会
に
お
い

て
'
井
上
さ
や
か
研
究
貞
が

｢万
葉
集
か
ら
見
た
古
代
の
交
通
-

奈
良
時
代
の
都

･
道

･
川
-
｣
を
講
義
｡

三
月

一
〇
日

奈
良
テ
レ
ビ
放
送
主
催
の

｢平
城
京
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
｣
で
'
松
尾
光
副
所
長
が
解
説
講
師
を
務
め
る
｡

三
月

l
九
日

友
の
会
共
催
の

｢万
葉
文
化
を
よ
む
｣
で
'
寺
川
最
知
夫
所

長
が

｢古
事
記
を
よ
む
/
垂
仁
天
皇
②
本
牟
智
和
気
王
｣
を
講

義
｡

三
月
二
五
日

｢万
葉
古
代
学
研
究
所
年
報
｣
五
号
を
発
行
｡

三
月
三

一
日

西
地
貴
子
研
究
員
が
退
任
｡

平
成
十
九
年
度

四
月

一
日

大
館
真
晴
氏
が
主
任
研
究
員

(以
下
'
研
究
貞
と
略
す
)
と

し
て
着
任
｡

四
月

四
日

全
国
歴
史
研
究
会
の

｢万
葉
古
代
塾
｣
の
第
六
講
と
し
て
､

松
尾
光
副
所
長
が

｢長
屋
王
は
仏
教
の
敵
か
味
方
か
｣
を
講
演
｡

四
月

一
〇
日
～
七
月

一
〇
日

松
尾
光
副
所
長
が
川
崎
市
民
生
涯
学
習
財
団

･

か
わ
さ
き
市
民
ア
カ
デ
ミ
ー
で

｢
日
本
古
代
史
の
謎
を
斬
る
!
｣

を
六
回
講
演
｡

四
月
二

一
日
～
二
二
日

全
国
歴
史
研
究
会
の

｢
(第
五
回
旅
行
会
)
生
駒

山
麓
周
辺
の
旅
｣
の
実
施
に
あ
た
り
'
松
尾
光
副
所
長
が
添
乗

講
師
を
務
め
る
｡

四
月
二
三
日

友
の
会
共
催
の

｢万
葉
文
化
を
よ
む
｣
で
'
井
上
さ
や
か
研

究
員
が

｢基
礎
講
座
/
万
葉
歌
の
環
境
①
飛
鳥
古
京
｣
を
講
義
｡

五
月

二

一日
～

一
三
日

第
三
回
委
託
共
同
研
究

｢万
葉
集
の
成
立
基
盤
と

し
て
の
ヤ
マ
ト
の
信
仰
的
世
界
観
の
総
合
的
研
究
-
二
上
山
周

辺
地
域
を
視
座
と
し
て
-
｣
(代
表

･
大
石
泰
夫
盛
岡
大
学
教

授
)
の
実
地
調
査
お
よ
び
第
七
回

･
第
八
回
共
同
研
究
会
を
開

催
｡奈

良
交
通

･
近
鉄
管
理
グ
ル
ー
プ
主
催
の
奈
良
学
サ
ロ
ン

(国
際
奈
良
学
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
)
で
'
井
上
さ
や
か
研
究
員
が

｢万
葉
び
と
の
恋
愛
模
様
｣
を
講
演
｡

五
月

二
二
日

友
の
会
主
催

｢万
葉
ら
-
ら
-
再
発
見
｣
の

｢第

一
回
プ
ロ

グ
ラ
ム

･
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
明
日
香
散
歩
｣
を
実
施
｡
松

尾
光
副
所
長

･
井
上
さ
や
か
研
究
員
が
'
近
鉄
飛
鳥
駅
か
ら
国

立
飛
鳥
資
料
館
ま
で
を
適
宜
解
説
し
な
が
ら
案
内
｡

五
月
二

一
日

友
の
会
共
催
の

｢万
葉
文
化
を
よ
む
｣
で
'
井
上
さ
や
か
研

究
員
が

｢基
礎
講
座
/
万
葉
歌
の
環
境
②
藤
原
京
｣
を
講
義
｡

五
月
二
二
日

･
二
四
日

ー
R
西
日
本
主
催
の
ジ
パ
ン
グ
ク
ラ
ブ
講
座
に
お

い
て
'
井
上
さ
や
か
研
究
員
が

｢万
葉
び
と
の
-
ら
し
拝
見
｣

を
講
演
｡

五
月
二
六
日

第
四
回
委
託
共
同
研
究

｢万
葉
歌
と
声
の
歌
と
の
比
較
研
究
｣
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(代
表

･
真
下
厚
立
命
館
大
学
教
授
)
の
第

一
回
共
同
研
究
会

を
開
催
｡

奈
良
県
立
図
書
情
報
館
主
催
の

｢図
書
館
劇
場
Ⅱ
･
第

一
幕
-

飛
鳥
と
吉
野
-
｣
に
お
い
て
'
井
上
さ
や
か
研
究
員
が

｢万
葉

集
の
中
の
吉
野
｣
を
講
演
｡

五
月
二
七
日

東
京
代
官
山
の
奈
良
県
-
ス
タ
ジ
オ
に
お
い
て
'
第

一
回
万

葉
古
代
学
講
座
を
開
催
｡
井
上
さ
や
か
研
究
員
が

｢イ
メ
ー
ジ

の
連
鎖
I
万
葉
歌
の
発
想
と
表
現
-
｣
と
題
し
て
講
演
｡
参
加

者
は
'
四

一
名
｡

六
月

三
日

東
京
代
官
山
の
奈
良
県
-
ス
タ
ジ
オ
に
お
い
て
､
第
二
回
万

葉
古
代
学
講
座
を
開
催
｡
松
尾
光
副
所
長
が

｢
二
人
の
女
帝
の

謎
を
解
-
-
元
正
と
孝
謙
-
｣
と
題
し
て
講
演
｡
参
加
者
は
五

八
名
｡

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
夏
季
大
会

(
二
松
学
舎
大
学
)
に

お
い
て
'
井
上
さ
や
か
研
究
員
が

｢山
部
赤
人
の
い
わ
ゆ
る
叙

景
-
近
代
的
評
価
か
ら
の
脱
出
-
｣
を
発
表
｡

六
月

九
日

東
ア
ジ
ア
比
較
文
化
国
際
会
議
日
本
支
部
大
会

(京
都
女
子

大
学
)
に
お
い
て
'
井
上
さ
や
か
研
究
員
が

｢東
ア
ジ
ア
に
お

け
る
赤
人
-
家
の
花
を
め
ぐ
っ
て
-
｣
を
発
表
｡

六
月

一
五
日

奈
良
県
立
大
学
平
城
遷
都

二
二
〇
〇
年
記
念
講
座
に
お
い
て
'

井
上
さ
や
か
研
究
員
が

｢万
葉
集
に
見
る
平
城
京
｣
を
講
演
｡

六
月

一
七
日

東
京
代
官
山
の
奈
良
県
-
ス
タ
ジ
オ
に
お
い
て
'
第
三
回
万

葉
古
代
学
講
座
を
開
催
｡
上
野
誠
副
所
長
が

｢自
然
神
と
古
代
-

万
葉
び
と
と
の
対
話
-
｣
と
題
し
て
講
演
｡
参
加
者
は
'
六
四

名
｡

六
月

一
八
日

奈
良
テ
レ
ビ
放
送
文
化
ス
タ
ジ
オ

･
こ
こ
ろ
大
学
で
'
松
尾

光
副
所
長
が

｢持
続
の
こ
こ
ろ

･
元
明
の
こ
こ
ろ
｣
を
講
演
｡

六
月
二
二
日

奈
良
県
立
大
学
平
城
遷
都

一
三
〇
〇
年
記
念
講
座
に
お
い
て
'

井
上
さ
や
か
研
究
員
が

｢奈
良
の
万
葉
歌
｣
を
講
演
｡

六
月
二
四
日

産
経
新
聞
夕
刊
奈
良
版
で
の

･｢万
葉
集
と
あ
そ
ぶ
｣
連
載

｢

〇
〇
回
を
記
念
し
て
'
奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
企
画
展
示
室
で

産
経
新
聞
社
主
催
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
｡
中
西
進
館
長
が

｢万
葉
の
風
景
｣
と
題
し
た
基
調
講
演
を
L
t
上
野
誠
副
所
長

の
司
会
に
よ
り
寺
川
異
知
夫
所
長

･
井
上
さ
や
か
研
究
員

･
烏

頭
尾
精
京
都
教
育
大
学
名
誉
教
授
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
催
す
｡

六
月
二
五
日

友
の
会
共
催
の

｢万
葉
文
化
を
よ
む
｣
で
'
井
上
さ
や
か
研

究
員
が

｢基
礎
講
座
/
万
葉
歌
の
環
境
③
奈
良
の
都
｣
を
講
義
｡

七
月

七
日

奈
良
県
小
中
学
校
退
職
女
性
管
理
職
の
会

[和
の
会
]
総
会

で
'
松
尾
光
副
所
長
が

｢大
化
改
新
の
表
と
裏
｣
を
講
演
｡

奈
良
交
通

･
近
鉄
管
理
グ
ル
ー
プ
主
催
の
奈
良
学
サ
ロ
ン

(国
際
奈
良
学
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
)
で
'
大
館
真
晴
研
究
員
が

｢親
を
思
う
歌
｣
を
講
演
｡
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七
月

一
四
日

友
の
会
主
催

｢万
葉
ら
-
ら
-
再
発
見
｣
の

｢第
三
回
プ
ロ

グ
ラ
ム

･
万
葉
文
化
館
を
楽
し
む
｣
で
'
井
上
さ
や
か
研
究
貞

が
館
内
を
案
内
｡

七
月

一
五
日

第
二
十
二
回
万
葉
古
代
学
研
究
所
講
座
と
し
て
'
寺
川
最
知

夫
所
長
が

｢淳
名
川
の
底
な
る
玉
｣
を
講
演
｡
参
加
者
は
'
四

六
名
｡

中
国
海
洋
大
学
日
本
言
語
文
学
学
部
助
教
授
の
王
華
氏
が
'

平
成
十
九
年
度
万
葉
古
代
学
研
究
所
海
外
研
修
員
と
し
て
着
任
｡

七
月
二

一
日

第
四
回
委
託
共
同
研
究

｢万
葉
歌
と
声
の
歌
と
の
比
較
研
究
｣

(代
表

･
真
下
厚
立
命
館
大
学
教
授
)
の
第
二
回
共
同
研
究
会

を
開
催
｡

七
月
二
二
日

第
二
十
三
回
万
葉
古
代
学
研
究
所
講
座
と
し
て
､
大
館
真
晴

研
究
員
が

｢
『
日
本
書
紀
』
の
歌
物
語
｣
を
講
演
｡
参
加
者
は
'

四
八
名
｡

七
月
二
三
日

友
の
会
共
催
の

｢万
葉
文
化
を
よ
む
｣
で
'
井
上
さ
や
か
研

究
員
が

｢基
礎
講
座
/
万
葉
歌
の
環
境
④
大
事
府
｣
を
講
義
｡

七
月
二
八
日

夏
休
み
子
ど
も
万
葉
教
室
の
講
師
を
'
大
館
真
晴
研
究
員
が

務
め
る
｡

大
神
神
社
主
催
の
三
輪
山
セ
ミ
ナ
ー
で
'
井
上
さ
や
か
研
究

員
が

｢万
葉
集
に
お
け
る
三
輪
山
-
聖
山
描
写
の
日
中
比
較
を

と
お
し
て
-
｣
を
講
演
｡

七
月
二
九
日

第
二
十
四
回
万
葉
古
代
学
研
究
所
講
座
と
し
て
'
上
野
誠
副

所
長
が

｢糸
作
り
の
万
葉
古
代
学
｣
を
講
演
｡
参
加
者
は
､
六

〇
名
｡

夏
休
み
子
ど
も
万
葉
教
室
の
講
師
を
'
井
上
さ
や
か
研
究
員

が
務
め
る
｡

国
学
院
大
学
伝
統
文
化
に
学
ぶ
講
座
(生
国
魂
神
社
参
集
殿
)

で
'
大
館
真
晴
研
究
員
が

｢古
事
記
の
結
婚
｣
と
題
し
て
講
演
｡

八
月

五
日

第
二
十
五
回
万
葉
古
代
学
研
究
所
講
座
と
し
て
'
井
上
さ
や

か
研
究
員
が

｢万
葉
悲
恋
の
美
学
｣
を
講
演
｡
参
加
者
は
'
五

〇
名
｡

八
月

九
日

夏
休
み
子
ど
も
万
葉
教
室
の
講
師
を
'
大
館
真
晴
研
究
員
が

務
め
る
｡

八
月

一
〇
日

夏
休
み
子
ど
も
万
葉
教
室
の
講
師
を
'
松
尾
光
副
所
長
が
務

め
る
｡

八
月

二

一日

第
二
十
六
回
万
葉
古
代
学
研
究
所
講
座
と
し
て
'
松
尾
光
副

所
長
が

｢鎌
足
は
安
見
児
を
得
た
か
｣
を
講
演
｡
参
加
者
は
'

六
〇
名
｡

八
月

一
八
日

姫
路
文
学
館
友
の
会
講
座
で
'
松
尾
光
副
所
長
が

｢天
智
天

皇
か
ら
天
武
天
皇
へ
｣
を
講
演
｡

八
月
二
〇
日

友
の
会
共
催
の

｢万
葉
文
化
を
よ
む
｣
で
'
井
上
さ
や
か
研

究
員
が

｢基
礎
講
座
/
万
葉
歌
の
環
境
⑤
越
中
国
府
｣
を
講
義
｡
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八
月
二
三
日
～
二
四
日

第
三
回
委
託
共
同
研
究

｢万
葉
集
の
成
立
基
盤
と

し
て
の
ヤ
マ
ト
の
信
仰
的
世
界
観
の
総
合
的
研
究
-
二
上
山
周

辺
地
域
を
視
座
と
し
て
-
｣
(代
表

･
大
石
泰
夫
盛
岡
大
学
教

授
)
の
実
地
調
査
お
よ
び
第
九
回

･
第

一
〇
回
共
同
研
究
会
を

開
催
｡

八
月
二
五
日
～
二
七
日

奈
良
女
子
大
学
と
共
催
で
'
第
六
回
万
葉
古
代
学

研
究
所
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
/
奈
良
女
子
大
学
二
十

一
世
紀
c
o
E

プ
ロ
グ
ラ
ム

｢古
代
日
本
形
成
の
特
質
解
明
の
研
究
教
育
拠
点
｣

(若
手
研
究
者
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
)
と
し
て

｢戟
後
万
葉
学

の

あ
ゆ
み
｣
を
実
施
｡

一
日
目
の
第

一
講
は
阿
蘇
瑞
枝

(元
日
本

女
子
大
学
教
授
)
｢憶
良
と
旅
人
｣
'
第
二
講
は
橋
本
達
雄

(専

修
大
学
名
誉
教
授
)
｢常
葉
集
巻

一
㌧
巻
二
の
成
立
に
つ
い
て
｣｡

二
日
目
の
第
三
講
は
稲
岡
耕
二

(東
京
大
学
名
誉
教
授
)
｢古

代
に
お
け
る

『新
し
き
詩
歌
の
時
』
-
人
麻
呂
と
憶
良
1
｣
'

第
四
講
は
木
下
正
俊

(関
西
大
学
名
誉
教
授
)
｢古
写
本
の
孤

立
異
本
｣
が
あ
-
'
毛
利
正
守

(武
庫
川
女
子
大
学
教
授
)

･

内
田
賢
徳
(京
都
大
学
大
学
院
教
授
)が
コ
メ
ン
ト
を
付
し
た
｡

三
日
目
は
大
神
神
社
か
ら
斎
宮
歴
史
博
物
館
ま
で
の
バ
ス
見
学

会
を
実
施
｡
参
加
者
は
'
四
〇
名
｡

九
月

一
日

奈
良
交
通

･
近
鉄
管
理
グ
ル
ー
プ
主
催
の
奈
良
学
サ
ロ
ン

(国
際
奈
良
学
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
)
で
､
松
尾
光
副
所
長
が

｢元

明
女
帝
の
不
安
｣
を
講
演
｡

九
月

八
日

飛
鳥
保
存
財
団
主
催
の
あ
す
か
塾
で
'
井
上
さ
や
か
研
究
員

が

｢幻
想
の
風
景
-
万
葉
集
の
な
か
の
飛
鳥
-
｣
を
講
演
｡

九
月

九
日

上
代
文
学
会
九
月
例
会
で
'
大
館
真
晴
研
究
貞
が

｢
日
本
武

尊
の
東
征
に
み
る

『徳
』｣
と
題
し
て
研
究
発
表
｡

九
月

一
〇
日

友
の
会
共
催
の

｢万
葉
文
化
を
よ
む
｣
で
'
松
尾
光
副
所
長

が

｢木
簡
を
よ
む
/
稲
と
木
簡
｣
を
講
義
｡

九
月

一
四
日

田
原
本
町
生
涯
学
習
課
主
催
の
平
成
十
九
年
度
第
六
回
郷
土

学
習
教
室

(田
原
本
青
垣
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
)
で
'
松
尾
光

副
所
長
が

｢遣
唐
使
の
憂
密
｣
と
題
し
て
講
演
｡

九
月
二
二
日

第
四
回
委
託
共
同
研
究

｢万
葉
歌
と
声
の
歌
と
の
比
較
研
究
｣

(代
表

･
真
下
厚
立
命
館
大
学
教
授
)
の
第
三
回
共
同
研
究
会

を
開
催
｡

一〇
月

七
日

第
二
回
主
宰
共
同
研
究

｢古
代
儀
礼
と
万
葉
集
｣
の
研
究
成

果
発
表
と
し
て
'
第
四
回
万
葉
古
代
学
研
究
所
共
同
研
究
公
開

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

｢う
た
と
い
の
り
-

万
葉
集
と
世
界
の
文
学
⊥

を
開
催
.
第

1
講
は
寺
川
星
知
夫
所
長
が

｢総
論

･
古
代
儀
礼

と
万
葉
集
｣
'
第
二
講
は
辰
巳
正
明
囲
学
院
大
挙
教
授
が

｢
東

ア
ジ
ア
の
大
歌
か
ら
考
え
る
｣
'
第
三
講
は
高
橋
孝
信
東
京
大

学
教
授
が

｢南
イ
ン
ド
の
祈
祷
文
学
か
ら
考
え
る
｣
'
第
四
講

は
嶋
田
義
仁
名
古
屋
大
学
大
学
院
教
授
が

｢西
ア
フ
リ
カ
の
音
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楽
か
ら
考
え
る
｣
へ
第
五
講
は
鎌
田
東
二
京
都
造
形
芸
術
大
学

教
授
が

｢聖
地
の
宗
教
学
か
ら
考
え
る
｣
と
題
し
て
そ
れ
ぞ
れ

講
演
し
'
そ
の
後
'
上
野
誠
副
所
長
の
司
会
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
催
す
｡
参
加
者
は
'
六
九
名
｡

一
〇
月

二

一日

日
本
博
物
館
協
会
近
畿
支
部
第
十
七
期
後
期
支
部
研
修
会
で

松
尾
光
副
所
長
が

｢
『万
葉
集
』
と
古
代
史
｣
と
題
し
て
講
演
｡

一
〇
月

一
五
日

友
の
会
共
催
の

｢万
葉
文
化
を
よ
む
｣
で
'
松
尾
光
副
所
長

が

｢木
簡
を
よ
む
/
税
と
木
簡
｣
を
講
義
｡

一
〇
月
二
九
日

･
三
〇
日

智
群
学
園
奈
良
カ
レ
ッ
ジ
中
学
部
に
お
い
て
'
古

代
学
実
験
授
業
を
実
施
｡
井
上
さ
や
か
研
究
員
が
講
師
を
務
め

｢
『万
葉
集
』
と
は
何
か
｣
｢和
歌
の
世
界
｣
を
講
演
｡

一
一月
三
日

奈
良
交
通

･
近
鉄
管
理
グ
ル
ー
プ
主
催
の
奈
良
学
サ
ロ
ン

(国
際
奈
良
学
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
)
で
､
井
上
さ
や
か
研
究
員
が

｢古
代
詩
歌
に
み
る
国
際
交
流
｣
を
講
演
｡

一
一
月

一
〇
日

中
京
大
学
国
文
学
会
秋
季
大
会
で
'
井
上
さ
や
か
研
究
員
が

｢万
葉
歌
と
絵
画
｣
と
遺
し
て
研
究
発
表
｡

二

月

二

日

美
夫
君
志
会
十

一
月
例
会
で
'
井
上
さ
や
か
研
究
員
が

｢書

と
絵
と
｣
と
遺
し
て
発
表
｡

一
一
月

一
九
日

友
の
会
共
催
の

｢万
葉
文
化
を
よ
む
｣
で
'
大
館
真
晴
研
究

員
が

｢万
葉
集
を
よ
む
/
古
代
の
伝
承
と
歌
①
水
江
浦
島
子
の

物
語
｣
を
講
義
｡

二

月
二
三
日

第
六
回
奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
で
'

松
尾
光
副
所
長
が

｢万
葉
集
を
歴
史
か
ら
読
む
と
｣
と
題
し
て

講
演
｡

二

月
二
四
日

第
四
回
委
託
共
同
研
究

｢万
葉
歌
と
声
の
歌
と
の
比
較
研
究
｣

(代
表

･
真
下
厚
立
命
館
大
学
教
授
)
の
第
四
回
共
同
研
究
会

を
開
催
｡

奈
良
県
主
催
の
藤
原
京
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
カ
ル
チ
ャ
ー

･
ウ
ォ
ー

ク
で
'
井
上
さ
や
か
研
究
員
が

｢万
葉
歌
に
誘
わ
れ
て
｣
(明

日
香
村
)
の
引
率
講
師
を
務
め
る
｡

二

一月

四
日

奈
良
芸
術
短
期
大
学
の
明
日
香
学
講
座

(教
養
科
目
)
で
'

井
上
さ
や
か
研
究
員
が

｢明
日
香
と
万
葉
-
｣
と
題
し
て
講
演
｡

二

一月

八
日

第
五
十
八
回
友
の
会
講
座
で
'
王
華
海
外
研
修
員
が

｢中
国

に
お
け
る
万
葉
集
の
研
究
に
つ
い
て
｣
と
題
し
て
講
演
｡

上
代
文
学
会
十
二
月
例
会
で
'
井
上
さ
や
か
研
究
員
が

｢神

女
へ
の
恋
I
和
歌
に
お
け
る
文
人
志
向
-
｣
と
題
し
て
研
究
発

表
｡

二

一月

九
日

第
三
回
主
宰
共
同
研
究

｢旅
と
万
葉
集
｣
の
実
施
に
つ
い
て
'

審
議
会
を
開
催
｡

二

一月

一
七
日

友
の
会
共
催
の

｢万
葉
文
化
を
よ
む
｣
で
､
大
館
真
晴
研
究

員
が

｢万
葉
集
を
よ
む
/
古
代
の
伝
承
と
歌
②
松
浦
佐
用
姫
の

物
語
｣
を
講
義
｡
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1
月

五
Dj

第
三
回
委
託
共
同
研
究

｢万
葉
集
の
成
立
基
盤
と
し
て
の
ヤ

マ
ト
の
信
仰
的
世
界
観
の
総
合
的
研
究
-
二
上
山
周
辺
地
域
を

視
座
と
し
て
-
｣
(代
表

･
大
石
泰
夫
盛
岡
大
学
教
授
)
の
実

地
調
査
お
よ
び
第
十

一
回
共
同
研
究
会
を
開
催
｡

1
月

1
五
日

奈
良
芸
術
短
期
大
学
の
明
日
香
学
講
座

(教
養
科
目
)
で
､

井
上
さ
や
か
研
究
員
が

｢明
日
香
と
万
葉
2
｣
と
題
し
て
講
演
｡

一
月

一
九
日

奈
良
交
通

･
近
鉄
管
理
グ
ル
ー
プ
主
催
の
奈
良
学
サ
ロ
ン

(国
際
奈
良
学
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
)
で
'
大
館
真
晴
研
究
員
が

｢忠
臣
･･･大
三
輪
高
市
麻
呂
｣
･を
講
演
｡

一
月
二

一
日

友
の
会
共
催
の

｢万
葉
文
化
を
よ
む
｣
で
'
大
館
真
晴
研
究

貞
が

｢万
葉
集
を
よ
む
/
古
代
の
伝
承
と
歌
③
神
功
皇
后
と
鎮

懐
石
の
物
語
｣
を
講
義
｡

王
華
海
外
研
修
員

･
井
上
さ
や
か
研
究
員
が
'
奈
良
県
庁
に

お
け
る
研
修
成
果
発
表
会
に
出
席
｡
王
研
修
員
が
成
果
を
発
表
｡

一
月
三
〇
日

王
華
海
外
研
修
員
が
中
国
に
帰
国
｡
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◆
専
任
研
究
貞
の
お
も
な
業
績

(平
成
十
九
年
二
月
-
平
成
二
十
年

一
月
)

松

尾

光

[共
著
]

○
『教
科
書
が
教
え
な
い
日
本
史
の
カ
ラ
ク
リ
』
(新
人
物
往
来
社
刊
｡
｢厩

戸
皇
子
の
立
太
子
｣
を
収
録
)'
平
成
十
九
年
四
月
｡

○
『歴
史
の

[そ
の
後
]

･
日
本
史
追
跡
調
査
』
(新
人
物
往
来
社
刊
｡
｢古

代
①
～
⑤
｣
を
収
録
)'
平
成
十
九
年
七
月
｡

[研
究
論
文
]

O
｢万
葉
八
九
四
番
歌
の
言
霊
に
つ
い
て
｣
(｢万
葉
古
代
学
研
究
所
年
報
｣

五
号
)'
平
成
十
九
年
三
月
｡

O
｢稲
城
に
つ
い
て
｣
(｢宋
｣
五
十
号
)へ
平
成
十
九
年
三
月
｡

O
｢古
代
鳥
形
製
品
の
文
献
学
｣
(山
岸
良
二

･
椙
山
林
継
編

『原
始

･
古

代
日
本
の
祭
紀
』
所
収
'
同
成
社
刊
)'
平
成
十
九
年
七
月
｡

[そ
の
他
]

O
｢阿
倍
内
親
王
の
立
太
子
｣
(｢磯
｣
二
五
〇
号
)'
平
成
十
九
年
八
月

O
｢天
皇
と
皇
子
/
古
代
総
論

･
穴
穂
部
皇
子

･
山
背
大
兄
王

･
古
人
大
兄

皇
子

･
有
間
皇
子
｣
(｢月
刊
歴
史
読
本
｣
五
十
二
巻
十

一
号
)
'
平
成
十

九
年

十
月
｡

O
｢東
国
国
司
は
何
を
見
て
い
た
の
か
｣
(｢歴
研
よ
こ
は
ま

(悠
久
)｣
二

十
五
周
年
記
念
号
)へ
平
成
十
九
年
十

一
月
｡

O

｢『日
本
書
紀
』
を
読
み
解
く
Ⅱ
/
皇
極
天
皇

･
孝
徳
天
皇
｣
(
｢月
刊
歴

史
読
本
｣
五
十
二
巻
十
三
号
)'
平
成
十
九
年
十
二
月
｡

O
｢四
字
年
号
の
採
用
と
そ
の
経
緯
｣
(｢月
刊
歴
史
読
本
｣
五
十
三
巻

一
号
)

平
成
二
十
年

一
月
｡

O
｢産
経
新
聞
｣
朝
刊
/
奈
良
版

｢万
葉
集
と
遊
ぶ
｣
'
平
成
十
九
三
月

･

六
月
｡

O
｢図
書

･
情
報
室
の
ジ
レ
ン
マ
｣
(｢万
葉
図
書

･
情
報
室
だ
よ
り
｣
十
九

号
)'
平
成
十
九
年
十

一
月
｡

井
上
さ
や
か

[研
究
論
文
]

O
｢『春
草
』
と
ハ
ル
ク
サ
ー
季
名
を
冠
す
る
物
色
の
倭
製
-
｣
(｢
万
葉
古

代
学
研
究
所
年
報
｣
五
号
)'
平
成
十
九
年
三
月
｡

O
｢大
伴
家
持
が
捉
え
た
赤
人
-

『詠
春
賀
歌
』
を
め
ぐ
っ
て
-
｣
(｢中
京

大
学
文
学
部
紀
要
｣
四
十

一
巻
特
別
号
)､
平
成
十
九
年
三
月
｡

O
｢恋
歌
の
小
道
具

･
ア
イ
テ
ム
10
｣
(｢国
文
学
｣
五
十
二
巻
十
四
号
)
'

平
成
十
九
年
十

一
月
｡

[研
究
発
表
]

O
｢山
部
赤
人
の
い
わ
ゆ
る
叙
景
-
近
代
的
評
価
か
ら
の
脱
出
-
｣
(全
国

大
学
国
語
国
文
学
会
夏
季
大
会
)'
平
成
十
九
年
六
月
｡

O
｢東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
赤
人
-
家
の
花
を
め
ぐ
っ
て
-
｣
(東
ア
ジ
ア
比

-104-



較
文
化
国
際
会
議
日
本
支
部
大
会
)'
平
成
十
九
年
六
月
｡

O
｢万
葉
歌
と
絵
画
｣
(中
京
大
学
国
文
学
会
秋
季
大
会
)'
平
成
十
九
年
十

一
月
｡

O
｢書
と
絵
と
｣
(美
夫
君
志
会
十

一
月
例
会
)
平
成
十
九
年
十

一
月
｡

O
｢神
女
へ
の
恋
-
和
歌
に
お
け
る
文
人
志
向
-
｣
(上
代
文
学
会
十
二
月

例
会
)'
平
成
十
九
年
十
二
月
｡

[そ
の
他
]

O
｢産
経
新
聞
｣
朝
刊
/
奈
良
版

｢万
葉
集
と
遊
ぶ
｣
'
平
成
十
九
年
三
月

･

⊥
ハ
月
｡

O
｢は
じ
め
て
学
ぶ
人
の
た
め
の
万
葉
集
ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド
｣
(｢明
日
香
風
｣

一
〇
二
号
)'
平
成
十
九
年
四
月
｡

O
｢万
葉
歌
の
魅
力
を
探
る
⑲
/
書
と
絵
と
歌
｣
(｢天
飛
ぶ
｣
十
八
号
)
'

平
成
十
九
年
七
月
｡

O
｢天
皇
と
皇
子
/
大
津
皇
子

･
高
市
皇
子
｣
(｢月
刊
歴
史
読
本
｣
五
十
二

巻
十

一
号
)'
平
成
十
九
年
十
月
｡

O
｢新
刊
紹
介
/
佐
佐
木
幸
綱
氏
著

『万
葉
集
の

(わ
れ
)
』
｣
(
｢美
夫
君

志
｣
七
十
五
号
)'
平
成
十
九
年
十

一
月

に
つ
い
て
ー
｣
(｢万
葉
古
代
学
研
究
所
年
報
｣
五
号
)
'
平
成
十
九
年
三

月
｡

[そ
の
他
]

O
｢産
経
新
聞
｣
朝
刊
/
奈
良
版

｢万
葉
集
と
遊
ぶ
｣
番
外
編
'
平
成
十
九

年
二
月

･
六
月
｡

O
｢万
葉
歌
の
魅
力
を
探
る
⑨
/
桜
花
の
象
｣
(｢天
飛
ぶ
｣
十
七
号
)
'
平

成
十
九
年
三
月
｡

西
地

貴
子

(平
成
十
九
年
三
月
三
十

1
日
退
任
)

[研
究
論
文
]

O
｢『行
巻
』
と
し
て
の
万
葉
集
-
平
城
京
の
官
僚
社
会
と
文
学
の
相
関
性

大
館

真
晴

(平
成
十
九
年
四
月

一
日
着
任
)

[研
究
論
文
]

O
｢三
催
西
家
本
播
磨
国
風
土
記
の
字
体
を
い
か
に
理
解
す
る
か
-

木
簡
や

正
倉
院
文
書
と
の
比
較
か
ら
ー
｣
(『上
代
文
学
研
究
叢
書

風
土
記
の
表

現
』
笠
間
書
院
刊
)'
平
成
二
十
年

一
月
｡

｢研
究
発
表
]

O
｢日
本
武
尊
の
東
征
に
み
る

『徳
』｣
(上
代
文
学
会
九
月
例
会
)
'
平
成

十
九
年
九
月
｡

[そ
の
他
]

O
｢天
皇
と
皇
子
/
菟
道
椎
郎
子
皇
子

･
市
辺
押
磐
皇
子

･
木
梨
軽
皇
子

･

押
坂
彦
人
大
兄
皇
子
｣
(｢月
刊
歴
史
読
本
｣
五
十
二
巻
十

一
号
)
'
平
成

十
九
年
十
月
｡

O
｢『日
本
書
紀
』
と

『古
事
記
』
の
比
較
に
関
す
る
論
考
/

『日
本
書
紀
』
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に
み
る
神
功
皇
后
の
新
羅
平
定
伝
承
｣
(｢月
刊
歴
史
読
本
｣
五
十
二
巻
十

三
号
)へ
平
成
十
九
年
十
二
月
｡

o
｢特
別
資
料
/

『日
本
書
紀
』
の
神
系
譜
｣
(｢月
刊
歴
史
読
本
｣
五
十
二

巻
十
三
号
)'
平
成
十
九
年
十
二
月
｡

O
｢万
葉
歌
の
魅
力
を
探
る
⑪
/
地
名
か
ら
の
連
想
｣
(｢天
飛
ぶ
｣
十
九
号
)'

平
成
十
九
年
十

一
月
｡
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